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少ない女性の「特権」になっている。従って、スリランカ女性の政治的経験は女性の教育上の成果がその政治的なエンパワーメ トに何ら顕著な影響を与えていないということを明確に示し い 。　
しかし、行政職においては女性
の割合が増加してい 官省 は七名の女性事務官がおり、地方事務官のなかで女性は約二〇％、県事務官では約二六％を占める。中堅レベルでは女性の参加が急増している。人民銀行 部長、内国歳入庁や労働省の検査官、および大学助成委員会の委員長といった意思決定レベルにおける一部 役職
が
女
性
に
与
え
ら
れ
て
い
る。
同
様
に、地域社会のレベルにおいて女性は非常に積極的であり、葬儀扶助委員会 農村開発委員会、テング熱予防委員会、および村の社会福
祉
委
員
会
な
ど
の
地
域
社
会
組
織
（
Ｃ
Ｂ
Ｏ
）
の
メ
ン
バ
ー
や
役
職
者
の
大半が女性である。●存在する格差　
女性のエンパワーメントは広範
な争点を含み、女性の法的、社会的、経済的、および政治的権利に関連して女性の平等な地位を確保するものである。この文脈において、広い意味で教育はスリランカでは女性に自らの潜在能力を いに発揮させる力を授ける有力な手段となっている。しかし、態度の問
題、
特
に
男
女
を
め
ぐ
る
固
定
概
念、家父長制的な社会構造、政治的な意志の欠如、および行政官や市
民
社
会
か
ら
の
支
援
不
足
に
よ
っ
て、法 保証と、特に意思決定と女性の政治的エンパワーメントの分野における現実の状況との間にはまだ格差がある。（Im
iya M
. K
am
ala L
iyan
age
／
ペ
ラデニア大学政治学教授）
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